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＜連絡事項＞
・カルテ上、退院確定前に受信オーダーをチェックし未実施のまま退院とならないうよう
　再度確認をしていく。

＜入室状況＞
【転入】
・東野　愛様～西病棟Bユニット28号室→東病棟Bユニット3号室

【ユニット移動】
・苫米地　ひかる様～東Aユニット15号室→東Bユニット1号室
・小野寺　チヱ様～東C6号室→東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・岩舘　俊治様～青い手帳と財布は入院時家族様へお渡ししている。西病棟へも連絡済み。

・佐々木　廣様～主治医よりミトン使用の許可あり。

・坪坂　真由美様～咽頭痛、鼻汁あり主治医不在のため、柞木田DrよりPL顆粒の処方あり。

・長根　瞳様～尿路感染疑いあり主治医指示にて今夕より抗生剤内服開始、尿一般検査施行する。

[bookmark: _GoBack]・和田　昌様～導尿指示あり実施し混濁尿50ｍｌ確認している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。他室侵入繰り返し、早めに開放観察終了としている。危険行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時礼節保たれており穏やか。不穏興奮なく自室で過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・宮野　理恵様～終日隔離中。本日より午前1時間の開放観察指示あり。入浴に固着し順番待つよう説明受けても「入浴出来ない」と不安感が増強。静かに待てず。各食不食。自室では独語持続。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時ニヤツキあるが、高揚さや危険行動は見られず経過。拘束部位皮膚・循環障害なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長浜　厚子様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。嘔気・嘔吐なく経管栄養終了している。その後は自己中心的な内容を繰り返し話されている。拘束部位皮膚・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察情報＞
・宮野　理恵様～本日より午前中一時間の開放観察指示あり。

・苫米地　ひかる様～診察時「Aユニットの環境が嫌だ」と話し涙を流している。Bユニットへ移動させるよう主治医指示あり。

・田名部　熊造様～処方・その他指示変更なし。食事摂取量安定したら南病棟転出可とのこと。

・尾下　登美男様～南病棟転出可の指示あり。その他処方・指示変更なし。

・小野寺　チヱ様～南病棟転出可の指示あり。その他処方・指示変更なし。

・坂田　輝様～指示・処方変更なし。

＜金Dr診察情報＞
・籔　真弓様～診察早々、本人からストレス等の対処法について、第3者に
相談する、塗り絵をする、だからひとり暮らしが出来る、親に先生から後押しをして欲しいと。主治医からは、これまでの経緯から、そのような判断はできないと本人に対し十分な説明を行い、「出来ない」とはっきり伝えられている。どの先生が主治医になっても、同じ判断を下すと。その上でどうしたいかと問われると、「転院したい」と。日赤Hp出禁であり、他の医療機関から受け入れの連絡なし。その上でもう一度「親にひとり暮らししたい」と連絡するとの事。診察中、終始現状認識の甘さ見られ、主治医変更となったら、事態が好転すると思っている節あり。

・飯岡　未来様～夜間十分休んでいると話すが、日中の眠気を訴え処方変更希望あるが、主治医からは度々頓服を使用している事から現状維持と。今後もあるなら配慮するとの事。

